
水無神社に初もうで 

 

 

 

 

 

 

 

送迎車が新しくなりました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しいお仕事が増えました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１８日 新たな送迎車としてホンダステップワゴンを購入 

はたらくねっとでは利用者の皆様の安全を守るため日々設備の充実・見直しに取り組んでおりま

す。この度、新たにステップワゴンを購入させていただきました。新機能が充実した新しい仲間

の登場に利用者の皆様も興味津々で嬉しそうにして下さっていました。 

今後も安全で快適な環境作りに勤しんでまいります。 

 

４月４日、４月１５日 手洗い勉強会 

飛騨高山 SDGｓパートナー登録制度を通して同じく SDGｓパートナーで

ある中北薬品㈱様とマッチングをさせていただくことができ、手洗い勉

強会を開催していただきました。 

TV 画面にて感染予防対策や手の洗い方を教えていただいた後、実際に

いつものように手を洗ってもらい、洗い残した汚れが目に見えるように

なる特殊なライトを用いて、自分の手に残る汚れを確認ができるといっ

た、とても面白い内容で、楽しく勉強をさせていただくことができまし

た。 

目に見えて汚れが確認できるので、きちんと手を洗っているつもりでも

思わぬところに汚れが残っていることが良くわかり、利用者の皆様はき

れいになるまで何度も何度も手洗いに再挑戦してくださいました。 

今後も利用者の皆様の健康維持や、感染症予防のため定期的に手洗いの

勉強会を開催していきます。 

SDGｓでつながるご縁 

中北薬品㈱様と手洗い勉強会 

４月２２日～大成㈱様のベッドメイキングのお仕事を開始 
６月３日～ 小屋垣内農園様のほうれん草の調整のお仕事を開始 
６月１９日～ 駿河屋古川店様の店舗清掃のお仕事を開始 

 

はたらくねっと・すまいるでは、利用者の皆様の工賃アップを考え、

業務を見直し、新しい仕事を積極的に開拓に努めております。 

この度、はたらくねっとでは、大成㈱様より、ホテルアソシア高山リゾ

ート様でのベッドメイキング、小屋垣内農園様よりほうれん草の調整の

お仕事を、すまいるでは、駿河屋古川店様の店舗清掃のお仕事をいただ

きました。 

まだ慣れない作業に苦戦しておりますが、少しずつ慣れてきて、スピー

ドもぐんぐん速くなっています。１日１日成長されていく皆さんの姿に

私たちスタッフも励まされています。 

一緒に働く従業員の方々も、優しく声をかけて気遣って下さり、利用者

の皆さんの成長を見守って下さいます。障がい者雇用に積極的に取り組

み、寄り添って下さる企業の皆様には感謝の気持ちでいっぱいです。 

これからも様々な仕事を通して利用者の皆さんに生きがいと 

達成感を感じて頂きながら、たくさんの方々と関わりを持って 

いけるよう新たな仕事の発掘に努めてまいります。 

４月１１日 森要市議より農作業のお仕事のご依頼 

寒い冬が終わり春の陽気に包まれて、はたらくねっと・す

まいるでは、外での作業が本格的に始まり、今年は森市議

より農地の整備や堆肥撒き作業の依頼を頂きました。 

飛騨市を一望できる見晴らしの良い景観と春の草花に囲

まれた場所で、利用者の皆さんは気持ちよく体を動かし

て、リフレッシュしながら作業に取り組んでいらっしゃい

ました。 

作業中も互いに気遣うコミュニケーションや冗談を言い

合い、笑い声の飛び交う楽しい時間を過ごさせていただき

ました。 

飛騨市市議会議員 森要様より 

農作業のお仕事をいただきました 

 

 

 

 

 

 

Instagram にて利用者の皆様の障がい者アートに関連した情報を中心

に、アート作品や創作活動、展示のお知らせなど投稿をしています。皆

様からのフォロー、いいねをお待ちしております。アート活動以外の行

事やお仕事などの活動紹介については、ホームページにて紹介させてい

ただいておりますので、ぜひそちらもご覧ください。 

特 定 非 営 利 活 動 法 人 は た ら く ね っ と  

〒 5 0 6 - 0 0 5 3  高山市昭和町 3 丁目 3 9 番地 

    T E L  0 5 7 7 - 6 2 - 9 0 1 7 

    F A X  0 5 7 7 - 6 2 - 9 0 1 6 

2024 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者アートや書道の展示を積極的に行っています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜市の「あんどかふぇ」にてアートを展示販売 

３月２６日 防災グッズを備え付けました 
６月１２日 避難訓練を実施 

地震大国、日本。１月１日には能登半島地震が発生し、飛騨地域でも震度５弱を計測する大きな揺れを経験し

たことで、地震の恐ろしさを改めて実感いたしました。 

はたらくねっと・すまいるでは、利用者の皆さんの安全を守るため、避難訓練を定期的に実施しております。

この度、当法人を利用中に被災したことを想定し、利用者・スタッフ各自１つずつ防災グッズを備え付けさせ

ていただきました。ただ配布するのみではなく、防災グッズの中身を１つ１つ袋から出し、使い方を確認して

いただき、実際に使用する際に戸惑わないよう勉強会の開催に加え、いざという時、すぐに持ち出して避難で

きるよう訓練も定期的に実施しております。 

また、避難経路が障害物でふさがることがないよう、ロッカーなどの配置を工夫し、ワイヤーで固定するなど

の対応もさせていただいております。いつ起こるかどんな被害があるか分からないのが自然災害ですが、様々

な状況を想定しながら少しでも安心してはたらくねっと・すまいるを利用して頂けるよう、今後も防災対策に

取り組んでまいります。 

４月３日～ 久美愛厚生病院にてアート展示 

４月１５日～ 高山市勤労青少年ホームにて書道展示 

障がい者アートや書道を通じ、多くの人に障がいのことを知っていただくため、積極的にで展示を行っており

ます。見ていただいた方々が、作者たちの背景に興味を持っていただけるよう、絵や書と共に、障がい者の抱

える問題点や、はたらくねっとがどんな施設で、利用者の皆さんがどんな仕事・生活をされているのかなどを

紹介したポスターの掲示も行っております。 

たくさんの方々が訪れる場所に展示していただけたことで、障がいの有無や性別、年代を超えた多くの方に見

ていただけたのではないかと思います。少しずつでも障がいへの理解が広まっていくことを願っています。 

展示にあたり、展示先のスタッフの方々には、準備片付け等にご協力いただき、本当にありがとうございます。 

沢山の方々からの支援に感謝をしつつ、障がい者への理解を広める活動を続けてまいります。 

防災グッズを備え付けました 

４月１０日 岐阜市の「あんどかふぇ」にてアートを展示販売 

互いに岐阜県で障がい者アートに取り組む B 型事業所であることからご縁があり、岐阜市のアンドワークス

かんだまち様の運営されている「自家焙煎珈琲とアートのお店 あんどかふぇ」にてはたらくねっとの利用者

の皆様のアートを展示販売していただけることとなりました。 

就労継続支援 B 型事業所であるアンドワークスかんだまち様は、1 階がカフェ、２階が作業所となっており、

利用者の方々はその両方で働いていらっしゃいます。 

おしゃれなカフェの白い壁面に絵を展示販売されており、自家焙煎珈琲や抹茶と共にアートを楽しめる空間と

なっていました。飛騨地域を超えてはたらくねっとのアートを知っていただける機会を得られたこと、同じく

障がい者アートを広めたいと取り組んでいらっしゃるアンドワークスかんだまち様と知り合えたことはとて

も貴重でありがたいことだと感じています。 

地域や企業の枠を超え、障がいへの理解を広められるよう活動を続けてまいります。 

５月３日 シマシマフェスタ看板デザイン 

春の陽気と夏の訪れの両方が感じられる季節となり、ウッドフォーラム

飛騨にて「シマシマフェスタ 2024」が開催されました。主催者の方か

らお声がけいただき、そこで飾られる看板の作成を、はたらくねっとへ

ご依頼いただきました。 

利用者の皆さんには、”シマシマ”をテーマに自由に字や絵を描いてい

ただきましたが、様々な”シマシマ”が表現されるのを見て、私たちス

タッフもその独創的な感性に驚き、感激いたしました。完成した看板は、

はたらくねっとらしい、まさに多様性を表現したような作品となりまし

た。 

当日は大盛況となり、訪れた多くの方々の見ていただき、うれしく思い

ます。分野を超えて協働させていただける機会に感謝し、このようなご

縁を大切にアート活動に取り組んでまいります。 

シマシマフェスタの看板を作らせていただきました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃材でアート！ 

～見たこともない魚を描こう～ 

６月１７日 美術の時間「見たこともない魚を描こう」 

はたらくねっとでは、定期的に講師の方をお呼びしてアートを楽しむ時間を設けています。 

今回は、臨床美術士の山下ちはるさんに来ていただき、「見たこともない魚を描こう」をテーマに、廃

材を使ったアートを楽しんでいただきました。 

手順としては、まず、廃材のダンボールにカットしたものを用意し、青、黄、水色、白、ピンクの５色

の紙をちぎり絵のように貼り付け、段ボールを埋め尽くします。次にペットボトルのふたで目を作り、

口、ヒレ、尾を入れた魚の輪郭をマジックやクレヨンで描きます。最後にお菓子や冷凍食品などのプラ

ごみを鱗に見立てて切り貼りしたら完成です。 

手順はあるものの、必ずその通りにしなくてはならない訳ではなく、利用者の皆さんは、各々自由に“見

たこともない魚”をイメージして、オリジナリティ溢れる個性豊かな魚たちを生み出してくださいまし

た。テーマの通り、見たこともない魚がたくさん出来上がり、並べてみると魚達が元気に泳いでいるよ

うにも見えてきますね。 

捨てるはずだった廃材が新たに魚に生まれ変わったように、新しい画材や真っ白なキャンバスがなくと

もアートを楽しむことができると分かり、アートがより身近に気軽な存在となりました。 

５月６日 愛をテーマに絵の具でアート 

1 月にご自身で描かれた"白魔女キルケの気球旅行"を贈呈いただいた、画家でもあり絵本作家でもある佐藤

Robin 友昭様にご協力いただき、絵本を描く際の手法による絵の具を使ったアートに挑戦させていただきまし

た。 

Robin 様からのお題は” 愛 ”。難しいお題と普段あまり使ったことのない絵の具によるアートに、初めは戸惑

いも見えましたが、描いていくうちにだんだん慣れて、絵の具アートを楽しみながら、それぞれその方らしさ

を感じる様々な愛を表現して下さいました。 

Robin 様のご指導もあり、絵の具ならではの描かれ方による新たな新境地を開かれた方もいらっしゃり、利用者

の皆さん 1 人 1 人の可能性を広げていただくことができました。 

なお、使用した木版は、全て Robin 様が手作りで私たちのために用意して下さったものであり、使用した絵の

具は、利用者様や、TASC 岐阜様の画材バンクより、たくさんの方から寄付していただいたものを使用させて

いただいております。たくさんの方々に支援いただけていることが、本当にありがたく、うれしく思います。 

今後も利用者の皆さんの新たな可能性を見出していき、より多くの方々にそのことを知っていただけるようア

ート活動に取り組んでまいります。 

佐藤 Robin 友昭様と絵の具でアート 

テーマは ”愛 ” 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

萌の写真展～いろいろ萌 いろどり萌～ 

メッセージブース作りに参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１２日、４月２６日 廃棄めんぼうでアート！ 

はたらくねっとでは、(株)三和様より綿棒の袋ちぎりのお仕事を頂いております。 

その作業中に発生する不良品となってしまった綿棒は廃棄となってしまうのですが、ＳＤＧｓの観点からもどう

にか活用できないかと考え、以前アート教室を開催して頂いた臨床美術士の山下ちはるさんにご協力いただき、

新たに”めんぼうアート”として活用させていただくこととなりました。 

まずは水に浸した綿棒を絵の具につけて、白いキャンバスに点々と色づけていき絵を描いていきます。絵の具の

ついた綿棒も捨てることはなく、次は段ボールも使用しためんぼうアートに使います。緩衝材などで使用される

分厚い段ボールの隙間に様々な色に色づいた綿棒を差し込んでいくことで自由に形を創りだしアート作品が出来

上がります。 

利用者の皆さんは初めての綿棒を使ったアートに驚きながらも、徐々にやり方に慣れてくると、それぞれの個性

を発揮してオリジナリティ溢れる作品を創り出して下さいました。 

めんぼうアートそのものの楽しさだけでなく、身の回りにある要らないものも、少し工夫をするだけで素晴らし

いアート作品に生まれ変われるという面白さも知ることができ、とても有意義な時間となりました。 

廃棄めんぼうで SDGｓアート 

６月１８日 総合庁舎 de 福祉のお店に出店 

県事務所福祉課様主催による総合庁舎 de 福祉のお店に出店させていただきました。 

今回の出店では、はたらくねっとの新しい授産製品かつ初のアート商品といたしまして利用者の皆さ

んのアート作品をプリントしたポストカードやリサイクル可能な紙製のファイルを販売させていた

だきました。ありがたいことに、たくさんの方に購入していただくことができました。 

はたらくねっとでは、利用者の皆さんが生きがいを感じ、親亡き後でも自立した生活が送れることを

目標とし、障がいをもつ方々の新たな仕事を模索する中で、利用者の皆さんの得意なアート活動を仕

事としていけるよう取り組んでいるところです。 

これからもどんどんアート商品を増やしていく予定です。随時インスタグラムや HP にてお知らせい

たしますので、ぜひチェックしてみてください。 

絵画の複写も常時販売を受け付けております。ご興味のある方はお気軽にはたらくねっとまでご連絡

くださいませ。 

総合庁舎 de 福祉のお店に出店しました 

５月２６日 森のマーケットにめんぼうアート作品を展示 

2024.5.26にウッドフォーラム飛騨にて開催された森のマーケット～見

て、さわって、感じよう～にて、臨床美術士の山下ちはるさんにご指導

いただきながら、はたらくねっと利用者が作成しためんぼうアートを展

示していただきました。当日は、山下先生による「森のアートづくり」

のワークショップも開催されており、そこで使用しためんぼうアートキ

ットは、私たちはたらくねっとで染色し袋詰めしたものです。ワークシ

ョップではたくさんの子どもたちが色とりどりの綿棒を使って自由に

森のアートを楽しんでくださっていました。キットはたくさん用意して

おりましたが、早々に完売してしまう程人気だったそうです。廃棄され

る綿棒を活用し、障がいを持つ方が染色して作り上げる、まさに SDG

ｓな”めんぼうアート”を通して、アートを楽しみながら持続可能な社

会と障がいへの理解を深めていってほしいと願っています。 

めんぼうアートキットに興味がある、やってみたいという方がいらっし

ゃいましたらお気軽にはたらくねっとにご連絡くださいませ。 

森のマーケット～見て、さわって、感じよう～ に参加 

紙製 A4クリアファイル ポストカード 

６月１５日～ 萌の写真展 ～いろいろ萌 いろどり萌～のメッセージブース作りに参加 

2024.6.15 から 2 日間、飛騨市彩り館にて開催された萌の写真展 ～いろいろ萌 いろどり萌～ のメッセージブ

ースにて、はたらくねっと利用者のアートを、来館者から萌さんへのメッセージカードにしていただきました。 

この萌さんへのメッセージブースは、大きな花束がモチーフにされており、萌さんが来館者からの思いが集まっ

た大きなブーケを両手で抱えるイメージにしたいという思いからつくられたものです。 

当日写真展には多くの来館者があり、萌さんへの花束はたくさんの方からの思いのこもった様々な花のメッセー

ジカードで埋め尽くされていました。 

この素敵なご縁は私たちのアート活動にご協力いただいている多くの方々のおかげです。利用者の皆さんの得意

なことを仕事にしたい、障がいの理解を広めたいと始めたアート活動ですが、活動を通して多くの素敵な出会い

が得られることも喜びになっています。これからも支えて下さる皆様に感謝をしつつ、アート活動に取り組んで

まいります。 


